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大
阪
郷
土
史
叢
書
一

　
魚
澄
惣
五
郎
氏
を
中
心
に
、
大
阪
に
居
佳
す
る
新
蓮
の
雁
史
家
蓬
の
協
力

に
依
っ
て
、
大
阪
螂
土
史
叢
書
十
二
懸
の
刊
行
が
…
閉
始
さ
れ
た
の
は
昨
年
の

早
・
く
に
鰯
す
る
が
、
そ
の
後
上
記
四
丁
が
引
績
き
上
梓
さ
れ
た
事
を
深
く
喜

び
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
宮
傍
に
就
い
て
極
め
て
概
略
の
、
紹
介
を
す
る
な
ら
ば
、
木
村
氏
の
「
大

阪
地
方
と
寺
院
し
は
佛
教
傳
來
當
時
に
筆
を
起
し
て
織
田
信
長
の
三
代
に
及

び
近
く
三
内
せ
ら
る
べ
き
本
叢
書
第
九
研
の
小
川
勝
民
「
石
由
本
願
寺
史
」
に

接
績
し
て
み
る
Q
天
坊
氏
の
「
古
代
の
大
阪
」
は
地
理
、
聚
落
、
先
史
時
代
、

傳
読
時
代
、
有
史
時
代
、
重
富
、
蛇
苔
、
寺
院
な
ど
の
項
目
を
揚
げ
て
、
西

は
尼
崎
、
南
は
住
吉
邊
ま
で
包
指
し
、
蒔
代
的
に
は
凡
そ
奈
良
朝
時
代
ま
で

を
叙
述
の
申
心
と
さ
れ
て
み
る
〇
三
浦
氏
の
「
大
阪
陣
の
起
囚
」
は
翌
太
閤
の

麗
去
に
始
ま
っ
て
、
壁
駆
徳
川
爾
家
の
勢
力
隆
替
の
委
曲
を
嬉
し
、
遽
に
大

佛
鐘
銘
事
件
を
直
接
の
動
機
と
し
て
片
桐
且
元
の
大
阪
城
を
退
去
す
る
事
に

迄
至
っ
て
み
る
。
佐
々
木
氏
の
「
大
阪
の
町
人
生
活
」
は
大
阪
の
都
市
と
し

て
の
獲
逮
、
大
阪
町
人
の
纏
濟
的
活
動
、
大
阪
町
人
の
文
化
的
活
動
の
三
編

よ
り
成
っ
て
み
る
が
、
主
論
は
第
二
編
…
に
在
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
而
も
軍

に
所
謂
纏
灘
面
的
に
で
憶
な
く
「
大
阪
な
る
土
地
の
上
に
於
い
て
…
営
ま
れ
た

山

臥
會
生
活
の
中
に
獲
回
し
つ
L
流
れ
來
つ
た
精
紳
を
把
握
し
よ
う
し
と
い
ふ

態
瞳
を
以
て
臨
ま
れ
て
み
る
。
　
　
・

　
大
阪
の
纏
濟
都
市
と
し
て
の
護
展
二
三
ま
し
く
、
そ
の
郷
土
愛
の
感
情
と

結
付
い
て
大
阪
自
身
の
交
化
を
所
有
せ
ん
と
す
る
欲
求
に
墓
い
て
る
る
と
言

ふ
の
が
、
こ
の
叢
書
刊
行
の
趣
旨
で
あ
る
σ
而
も
十
二
の
專
門
的
事
項
に
就

い
て
畢
明
な
叙
述
を
以
て
物
さ
れ
る
こ
の
ぶ
業
が
や
が
て
完
成
さ
れ
た
曉

は
、
大
阪
並
に
そ
の
内
に
漫
潤
し
て
み
る
旧
史
ほ
、
大
阪
人
｝
般
の
「
精
瀞
」

と
な
る
で
あ
ら
う
。
大
阪
人
の
居
住
す
る
大
阪
と
い
ふ
土
地
の
温
か
さ
と
文

化
の
恩
恵
と
が
、
親
近
の
情
を
以
て
大
阪
人
に
迫
っ
て
來
る
で
あ
ら
う
。

「
都
恐
妻
は
郷
土
を
持
た
ず
」
と
い
ふ
諺
が
あ
る
Q
併
し
こ
の
郷
土
史
叢
書

ほ
大
阪
と
大
阪
人
と
の
聞
に
精
紳
的
紐
帯
の
核
復
を
與
へ
る
意
義
を
持
っ
て

る
る
Q
更
に
そ
の
事
は
大
阪
入
を
し
て
大
阪
の
新
交
化
醸
成
の
氣
蓮
に
買
献

せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
（
大
阪
一
頃
弘
薬
量
売
行
、
四
六
判
、
定
一
斉
紐
六

ナ
銭
）
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仁
親
王
日
輪
谷
上
、
附
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
松
　
宮
　
家

　
高
松
宮
家
で
は
宣
仁
親
王
殿
下
の
A
呂
瑛
を
奉
じ
て
有
栖
川
宮
膳
世
行
實
の

編
修
に
從
事
さ
れ
、
既
に
刊
行
さ
れ
し
も
の
徽
種
を
数
へ
て
る
る
。
今
ま
た

素
年
一
月
二
十
四
臼
屑
繭
親
王
五
十
年
祭
を
機
と
し
て
、
親
王
羨
憶
の
記
念

に
そ
の
御
三
記
の
刊
行
に
転
手
さ
れ
、
こ
し
に
塁
上
及
び
附
録
の
上
梓
を
見

る
に
至
っ
た
Q

　
親
王
御
自
筆
の
御
日
記
ほ
途
中
多
少
の
脱
落
は
あ
る
が
、
明
治
四
年
三
月

か
ら
伺
十
七
年
四
月
に
及
ん
で
み
る
、
そ
の
申
今
圃
刊
行
さ
れ
た
巻
上
は
四
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年
三
月
か
ら
十
二
年
六
月
に
至
る
分
を
牧
録
し
て
み
る
Q
附
鋲
は
冒
剛
寓
御

隠
邸
難
記
で
、
懸
軍
十
四
年
二
月
二
十
　
二
日
よ
り
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日

に
及
ん
で
み
る
。
宛
も
明
治
十
四
年
二
月
ご
十
三
田
に
は
黒
蟻
親
王
櫛
道
教

…
導
職
絡
裁
に
任
ぜ
ら
れ
絵
ひ
、
そ
れ
よ
り
幾
多
の
曲
折
を
経
て
十
七
年
八
月

十
｝
臼
敏
難
麟
訓
の
慶
止
を
見
る
に
至
っ
た
Q
そ
の
聞
の
纒
韓
は
こ
の
一
筋
宮

御
隠
副
帥
記
に
詳
細
を
極
め
、
弘
治
初
年
の
至
仁
口
紅
道
史
闘
係
の
事
項
を

徴
す
る
に
絶
好
の
資
料
で
あ
る
。
（
高
松
町
家
藏
版
、
非
癒
晶
、
共
に
菊
判

上
魅
五
二
八
頁
附
録
五
五
〇
頁
）

○
京
都
帝
國
大
學
國
史
研
究
室
藏
史
料
集

　
昭
和
八
年
三
廻
京
都
帝
大
湿
掻
研
究
室
、
で
は
，
、
そ
の
藏
す
る
遊
大
な
交

書
、
説
鍛
、
資
料
等
の
内
、
精
華
五
十
五
勲
を
撰
ん
で
窩
虞
版
と
な
し
％
こ

れ
に
懇
切
な
る
解
説
を
附
し
て
公
刊
し
、
斯
界
を
釜
す
る
毒
大
で
あ
っ
た

が
、
刊
行
以
來
二
年
牛
を
纏
過
し
て
既
に
残
部
な
く
、
再
版
を
要
墓
す
る
聲

が
高
く
な
っ
た
り
こ
」
に
昨
年
十
一
月
京
大
文
學
部
創
立
ヨ
十
周
年
の
概
典

が
盛
大
に
畢
嘱
せ
ら
れ
た
の
を
機
と
し
、
，
内
容
ほ
同
…
で
あ
る
が
、
解
説
な

ど
多
少
の
誤
繊
を
訂
正
し
．
．
選
分
版
と
解
説
と
を
共
に
一
芸
に
合
綴
し
、
清

楚
な
髪
釘
に
附
し
普
及
版
ど
し
て
刊
行
さ
れ
た
∪
（
京
都
星
野
書
店
、
九
圓
）
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谷
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宋
元
鼎
箪
の
際
、
畳
墨
市
舶
翻
ち
海
外
貿
易
の
長
宮
に
任
じ
た
ア
ラ
ビ
ヤ

毘
身
の
蒲
壽
庚
の
察
蹟
を
中
心
と
し
て
、
．
支
那
．
申
世
に
於
け
る
海
上
東
西
交

第
ニ
や
一
六
　
第
二
號
　
　
四
三
四

通
の
諸
問
題
、
そ
の
他
の
幾
多
の
こ
と
を
究
明
し
た
本
書
の
眞
擬
に
就
い
て

は
、
今
更
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
帯
國
學
士
院
賞
が
贈
ら
れ
た
こ
と
、
英
課
漢

課
書
等
が
行
は
れ
て
贋
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
薫
る
。
今
度
薪
た

に
娼
版
さ
れ
た
の
は
、
さ
き
に
上
海
東
漸
孜
究
愈
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も

の
㌧
増
補
改
訂
本
で
あ
る
り
博
士
は
生
醗
常
に
本
書
の
．
増
補
訂
正
の
こ
と
を

念
頭
に
置
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
遺
憾
に
も
そ
の
宿
善
を
果
さ
れ
ず
壷
去

さ
れ
た
Q
そ
こ
で
、
そ
の
遣
稿
を
墜
理
し
て
娼
薄
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
博
士
は
改
．
訂
本
墨
版
に
際
し
て
は
、
三
遷
の
加
筆
を
な
さ
ん
と
考
へ
ら
れ

た
る
も
の
㌧
ご
と
く
、
最
初
の
勲
頁
は
可
威
り
文
章
を
改
め
、
加
之
割
に
草

縮…

�
熏
?
ら
れ
て
あ
っ
た
。
然
し
こ
れ
は
僅
か
の
部
分
に
止
ま
り
、
他
は
後

日
こ
の
草
稿
を
作
成
せ
ん
と
の
用
意
と
し
て
慮
々
に
一
f
主
と
し
て
欄
外
に

一
台
書
を
記
し
、
叉
設
植
を
正
し
て
置
か
れ
た
Q

　
本
書
出
版
に
際
し
て
は
、
先
づ
本
交
申
に
挿
入
し
響
る
も
の
は
こ
れ
を
挿

入
し
．
．
然
ら
ざ
る
も
の
は
そ
の
出
翼
を
検
索
し
て
、
こ
れ
を
朋
示
し
、
又
必

要
な
る
範
園
内
で
著
干
説
明
的
字
句
を
加
の
、
、
「
塘
補
」
と
し
て
「
馨
照
」
の

部
の
後
に
乞
い
た
。
猶
「
増
補
」
の
部
『
に
は
稿
本
に
ほ
な
く
爽
洋
文
瞳
刊
．
行
の

英
臨
本
に
見
ゆ
る
鍬
璽
の
も
の
」
和
繹
を
も
合
せ
、
而
し
て
そ
の
甑
別
を
明

か
に
す
る
た
め
に
、
、
後
渚
の
場
合
は
・
…
・
印
を
附
し
た
）
巻
末
の
索
引
は
語
彙

の
…
排
列
が
若
干
改
ま
り
、
又
新
た
に
緻
を
増
し
た
り
又
、
取
書
に
は
弱
田
博

士
が
「
本
書
護
刊
に
つ
い
て
し
と
題
し
て
序
支
を
寄
せ
ら
れ
C
屠
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
増
訂
本
出
版
の
纏
緯
や
、
著
書
の
内
容
や
領
値
を
最
も
簡
明
に

知
る
こ
と
が
出
端
る
Q
要
す
る
に
、
こ
れ
を
蔭
版
に
比
較
す
る
と
、
面
日
が
一

新
し
て
屠
る
Q

（　fo：］　）


